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（ 続紙 １ ）                             







































































（続紙 ２ ）                            
（論文審査の結果の要旨） 
 
本博士学位申請論文は、ミクロネシア・パラオ共和国における口承伝承を、「詠う」と
いう実践がもつ社会的意味合いと、その編成過程について明らかにするものである。 
 パラオは詠唱社会である。近代化の進展にもかかわらず、冠婚葬祭ばかりか、政治集会
や大統領の就任式など、今日も社会の大変多くの場面や契機において詠われる。このよう
な特色のあるパラオの詠唱に関し、本論文は、詠唱自体を分析するのみならず、旧来のパ
ラオ詠唱研究になかった詠唱の担い手や詠唱の場に関するインテンシブな調査を行ない、
その詠唱やそれを取り巻く社会の歴史的変化や今日の姿、そしてその変化をその政治的な
意味合いも含め様々な角度から検討した。 
そこから以下の新たな知見が明らかになった。 
１． パラオの言語であるタ・ベラウは、神話に基づく固有の価値体系を示しており、それ
は元来国家を持たなかったパラオ社会のどこでも詠われることによってゆるやかな統
合を可能にした。その意義は、国家や中央政府が存在する今日も失われることなく、
人々の間で生き続けている。 
２． 旧来、伝統的称号を持ち、詠唱を実践することができる少数のエリートによっての
み、村落内や村落間で代唱されていたのが、今日、称号を持たない村民、特に地域社
会のインフォーマルリーダーが詠唱の実践者になっていることを明らかにした。今
日、国家行事や州レベルの集会においても詠われ、また、地域のコミュニティー内に
おいて代唱ばかりでなく、自発的に詠うケースが増大している。すなわち、詠唱の場
や担い手が拡大した。 
３． 今日、詠唱実践は、地域社会でも国家レベルでも合意形成や国家統合、紛争調停の役
割を担う政治文化としてパラオ社会を繋いでいる。 
４． 詠唱実践の場は海外にも広がり、ハワイやグアムに移住したパラオ人コミュニティー
の集会においても詠われ、移住者同士の連携を強め、パラオ社会との繋がりを維持す
る機能がある。また、詠唱が、フェイスブックやユーチューブなどの社会メディアで
も取り上げられ、さらに詠唱を聴き伝える機会が拡大している。 
以上、本論文は、従来、周縁的なテーマとして位置づけられてきた詠唱に光をあてるこ
とで、口承伝承を日常的実践として実証的に検証するというアプローチを用い、「詠う」
という実践を、一芸能や伝統音楽や、既に衰退した文化遺産としてではなく、人びとの実
践に対する観察に基づいて詠唱を語りの一形態として位置づけ直し、さらに政治文化を構
築する機能性を見出し、従来の詠唱研究やパラオ研究にない重要な学問的貢献をなした。 
また、本論文は、緻密な聞き取り調査に基づいて詠唱を記録し、詠唱詞の収集や詠唱を
めぐる隠喩表現の分析だけでなく、詠唱詞の継承経路や詠唱実践の経緯を詳細に記述する
ことで、地域研究における重要かつ長期的な貢献となりうる一次資料を提供することに成
功した。詠唱者やその社会に精通することを可能にした長期にわたるフィールドワークに
より詠唱詞の記録を蓄積した本論文の成果は、地域社会固有の論理と実践の意義を明らか
にした地域研究として非常に優れた業績として認められる。 
  
 よって、本論文は博士（地域研究）の学位論文として価値あるものと認める。また、平
成２７年２月９日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、合格と認
めた。 
なお、本論文は、京都大学学位規程第１４条第２項に該当するものと判断し、公表に際
しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
 
